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2025年9月

～野村世界業種別投資シリーズ（世界半導体株投資）、米国NASDAQオープンご紹介～

ファンドは特化型運用を行ないます

世界の半導体および米国NASDAQ市場の展望

新NISA
成長投資枠
対象ファンド
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2002年12月末を100として指数化

100

（米ドル）

イノベーションと共に成長してきたNASDAQ市場

NASDAQ総合指数とEPS（1株あたり利益）の推移
期間：2002年12月末～2025年6月末,月次（EPSは2003年末～2024年末,年次）

2007年
初代iPhoneを発売

（Apple）

2013年
Instagram月間ユーザーが

1億人を突破（Meta
Platforms）

2017年
Tesla社が主軸車種の高性

能電気自動車
「モデル3」を発売

2020年
Netflixの会員が

全世界で2億人超え

2024年
NVIDIA社の時価総額が

一時的に世界1位に

NASDAQの

EPSは

S&P500の

約2.2倍
（2024年末時点）

・写真はイメージです
（出所）ブルームバーグのデータを基に野村アセットマネジメント作成

上記は、市場で話題となったニュースの一部を掲載したものであり、NASDAQ市場に上場している銘柄に関連している事象に限りません。
また、特定銘柄の売買を推奨するものではありません。上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。



ご参考資料／セミナー投影用資料

2

イノベーションと共に成長してきたNASDAQ市場

NASDAQ総合指数(米ドルベース）と各社の上場年月、時価総額の推移
期間：1971年2月末～2025年6月末、月次

アップル上場
1980年12月

アマゾン上場
1997年5月

ネットフリックス上場
2002年5月 アルファベット上場

2004年8月

メタ・プラットフォームズ上場
2012年5月

ブラックマンデー
1987年10月

ITバブル崩壊
2000年2月

リーマンショック
2008年9月

ウクライナ危機
2022年1月

コロナショック
2020年2月

2025年6月末現在の時価総額（億米ドル）

約 倍

上場当初
から

※上場当初の時価総額は、株式公開時点の時価総額です
※アルファベットは旧グーグル、メタ・プラットフォームズは旧フェイスブック
（出所）リフィニティブ、ブルームバーグデータを基に野村アセットマネジメント作成

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。資料作成時点の時価総額や知名度を勘案し、
NASDAQ上場企業の代表例と委託会社が判断した企業を掲載しています。特定銘柄の売買等の推奨、または価格等の上昇や下落を示唆するものではありません。

約 倍

約 倍

約 倍

約 倍

上場当初の時価総額
（億米ドル）※
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NASDAQで繰り返される活発な新陳代謝

■は、2010年末および2024年末時点の上位10銘柄のうち、2000年末時点の上位10銘柄に含まれなかったもの
■は、2024年末時点の上位10銘柄のうち、2000年末および2010年末時点の上位10銘柄に含まれなかったもの

NASDAQ総合指数の時価総額上位10銘柄の変遷

2000年末 2010年末 2024年末

1 シスコシステムズ 　　　 アップル アップル

2 マイクロソフト マイクロソフト エヌビディア

3 インテル アルファベット マイクロソフト

4 オラクル オラクル アルファベット

5 テレフォナクティーボラーゲLMエリクソン ボーダフォン・グループ アマゾン・ドット・コム

6 アムジェン インテル メタ・プラットフォームズ

7 クアルコム アメリカ・モビル テスラ

8 ビアビ・ソリューションズ シスコシステムズ 　　　 ブロードコム

9 デル アマゾン・ドット・コム コストコホールセール

10 ワールドコム クアルコム ネットフリックス

出所：ファクトセット、ブルームバーグデータを基に野村アセットマネジメント作成

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。特定銘柄の売買等の推奨、また価格等の上昇や下落を示唆するものではありません。
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世界の主なクラウド企業の設備投資額の推移

期間：2017年～2026年、年次
世界の主なクラウド企業であるマイクロソフト、アルファベット、メタ・プラットフォームズの設備投資額の合計。2024年以降はブルームバーグ予想（2025年2月3日時点）
（出所）ブルームバーグのデータを基に野村アセットマネジメント作成

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、ファンドの運用実績ではありません。
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半導体株と世界株の比較

半導体株と世界株の年次別騰落率（米ドルベース,%)

半導体株はMSCI All Country World Semiconductors & Semiconductor
Equipment（税引き後配当込み・米ドルベース）
世界株はMSCI All Country World Index（税引き後配当込み・米ドルベース）
（出所）MSCIデータを基に野村アセットマネジメント作成

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、ファンドの運用実績ではありません。

半導体 世界株 差
2015年 -6.0 -2.4 -3.6
2016年 29.9 7.9 22.0
2017年 41.3 24.0 17.3
2018年 -12.4 -9.4 -3.0
2019年 55.5 26.6 28.9
2020年 51.9 16.3 35.6
2021年 44.9 18.5 26.4
2022年 -36.7 -18.4 -18.3
2023年 78.3 22.2 56.1
2024年 59.9 17.5 42.4

世界株上昇年平均 51.7 19.0 32.7
世界株下落年平均 -18.3 -10.0 -8.3

全期間平均 30.7 10.3 20.4
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半導体株と米国株の比較
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期間：2024年～2027年、年次
半導体株はSOX指数、米国株はS&P500種株価指数
2025年以降はブルームバーグ予想（2025年2月3日時点）
（出所）Bloombergデータを基に野村アセットマネジメント作成

半導体株と米国株のEPS（1株当たり利益）の推移

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、ファンドの運用実績ではありません。
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半導体株の予想PERは世界株と同水準に

半導体株の予想PERの推移

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、ファンドの運用実績ではありません。

期間：2020年3月31日～2025年6月30日、日次
予想PERは24カ月先予想PERを使用
半導体株：MSCI All Country World Semiconductors & Semiconductor Equipment、世界株：MSCI All Country World Index
（出所）ブルームバーグのデータを基に野村アセットマネジメント作成
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成長を続ける半導体市場

世界の半導体の市場規模
期間：1987年～2025年※、年次

画像はイメージ図です
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2029

予想

約1兆 米ドル

期間：1990年～2029年、年次。2029年はStatistaの予想。
グラフ中のイラストは半導体を必要とする製品やサービスの一例であり、イラストの位置は年代等を正確に表すものではありません。
（出所）WSTSおよびSIA（1990年～2023年）、Statista（2029年）のデータを基に野村アセットマネジメント作成

人工知能

スマートフォン

PC（パソコン）

上記は過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、ファンドの運用実績ではありません。
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9上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

基準価額の推移
期間：2000年11月29日（設定日）～2025年8月20日、日次

基準価額（分配金再投資）とは、当初設定時より課税前分配金を再投資したものとして計算した価額であり、ファンドの収益率を測るためのものです。
したがって、課税条件等によって受益者ごとに収益率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮しておりません。

（円）

（年/月/日）

基準価額(分配金再投資)
＝31,738円
基準価額
＝22,688円

※8/20時点

米国NASDAQオープンの運用実績
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基準価額(分配金再投資)
＝62,300円
基準価額
＝38,049円

※8/20時点
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野村世界業種別投資シリーズ（世界半導体株投資）の運用実績

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

基準価額の推移
期間：2009年8月27日（設定日）～2025年8月20日、日次

基準価額（分配金再投資）とは、当初設定時より課税前分配金を再投資したものとして計算した価額であり、ファンドの収益率を測るためのものです。
したがって、課税条件等によって受益者ごとに収益率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮しておりません。

（円）

（年/月/日）

10,000

基準価額(分配金再投資)
＝309,701円
基準価額
＝184,920円

※8/20時点
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世界半導体株投資の運用実績

期間：2023年1月4日～2025年7月30日、日次

SOX指数と基準価額（分配金再投資）の推移

基準価額（分配金再投資）とは、当初設定時より課税前分配金を再投資したものとして計算した価額であり、ファンドの収益率を測るためのものです。したがって、課税条件等によって受益者ごとに収益率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮しておりません。
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SOX（フィラデルフィア半導体指数）指数（配当込み、円ベース）

基準価額（分配金再投資）

（年/月）

2023/1/4を100として指数化

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

野村世界業種別投資シリーズ（世界半導体株投資）の運用実績
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12上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。積立の時期によっては積立評価額が積立総額を下回る場合があります。

世界半導体株投資 積立効果

シミュレーションは、基準価額（分配金再投資）を基に試算した結果であり、実際のファンドで積立投資する場合は分配金払い出し後の基準価額で購入するため、上記の積立評価額は実際と異なる場合があります。算出過程で手数料、税金等は
考慮していません。積立の時期によっては積立評価額が積立投資額を下回る場合があります。基準価額（分配金再投資）とは、当初設定時より課税前分配金を再投資したものとして計算した価額であり、ファンドの収益率を測るためのものです。し
たがって、課税条件等によって受益者ごとに収益率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮しておりません。
毎月最終営業日の基準価額（分配金再投資）で積立投資を行なったと想定して計算しています。
上記は過去の運用実績または過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。

毎月10万円積み立てた場合のシミュレーション
期間：2009年8月末～2025年7月末、月次

（万円）

（年/月）

2億4,046万円

1,920万円

0
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野村世界業種別投資シリーズ（世界半導体株投資）の積立効果



投資リスクについて
野村世界業種別投資シリーズ（世界半導体株投資）

当ファンドの投資リスク ファンドのリスクは下記に限定されません。

ファンドは、株式等を投資対象としますので、組入株式の価格下落や、組入株式の発行会社の倒産や財務状況の悪化等の影響により、基準価額が下落することがあります。また、外貨建資産に投資しますの
で、為替の変動により基準価額が下落することがあります。
したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失が生じることがあります。なお、投資信託は預貯金と異なります。

＜基準価額の変動要因＞基準価額の変動要因は下記に限定されるものではありません。

株価変動リスク ファンドは株式に投資を行ないますので、株価変動の影響を受けます。また、ファンドは、特定の業種に絞った株式に投資を行ないますので、株式市場全体の動きとファンドの基準価額の動きが大きく異なる場合が
あります。また、より幅広い業種・銘柄に分散投資した場合と比べて基準価額が大きく変動する場合があります。

為替変動リスク ファンドは、組入外貨建資産について、原則として為替ヘッジを行ないませんので、為替変動の影響を受けます。

米国ＮＡＳＤＡＱオープン A/Ｂコース

当ファンドの投資リスク ファンドのリスクは下記に限定されません。

ファンドは、株式等を実質的な投資対象としますので、組入株式の価格下落や、組入株式の発行会社の倒産や財務状況の悪化等の影響により、基準価額が下落することがあります。また、外貨建資産に投
資しますので、為替の変動により基準価額が下落することがあります。
したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失が生じることがあります。なお、投資信託は預貯金と異なります。

＜基準価額の変動要因＞基準価額の変動要因は下記に限定されるものではありません。

株価変動リスク ファンドは実質的に株式に投資を行ないますので、株価変動の影響を受けます。

為替変動リスク 「Bコース」は、実質組入外貨建資産について、原則として為替ヘッジを行ないませんので、為替変動の影響を受けます。
「Aコース」は、実質組入外貨建資産について、原則として為替ヘッジにより為替変動リスクの低減を図ることを基本としますが、為替変動リスクを完全に排除できるわけではありません。また、円金利がヘッジ対象通
貨の金利より低い場合、その金利差相当分のヘッジコストがかかるため、基準価額の変動要因となります。
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◆ご購入時手数料

購入価額に3.3%（税抜3.0%）以内で販売会社が独自に定める率を乗じて得た額
詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

◆運用管理費用(信託報酬) ファンドの保有期間中に、期間に応じてかかります。

純資産総額に年1.65%(税抜年1.50%)の率を乗じて得た額

◆その他の費用・手数料 ファンドの保有期間中に、その都度かかります。
(運用状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を示すことができません。)

・組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料
・外貨建資産の保管等に要する費用
・監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
・ファンドに関する租税 等

上記の費用の合計額については、投資家の皆様がファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

※ 詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「ファンドの費用・税金」をご覧下さい。

野村世界業種別投資シリーズ（世界半導体株投資）

14

米国NASDAQオープン A/Bコース

費用について（2025年9月現在）

◆ご購入時手数料

購入価額に3.3%（税抜3.0%）以内で販売会社が独自に定める率を乗じて得た額
詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

◆運用管理費用(信託報酬) ファンドの保有期間中に、期間に応じてかかります。

純資産総額に年1.694%(税抜年1.54%)の率を乗じて得た額

◆その他の費用・手数料 ファンドの保有期間中に、その都度かかります。
(運用状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を示すことができません。)

・組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料
・外貨建資産の保管等に要する費用
・監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
・ファンドに関する租税 等

◆信託財産留保額（ご換金時）

1万口につき基準価額に0.3%の率を乗じて得た額

◆信託財産留保額（ご換金時）

1万口につき基準価額に0.3%の率を乗じて得た額



当資料は、ファンドのご紹介を目的として野村アセットマネジメントが作成したご参考資料です。当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料中の記載内容、数値、図表等は、当資料作成時のものであり、事前の連絡なしに変更
されることがあります。なお当資料中のいかなる内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。 15

＜当資料について＞

⚫ 当資料は、ファンドのご紹介を目的として野村アセットマネジメントが作成したご参考資料です。当資料は信頼できると考えられる情報に基づ
いて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料中の記載内容、数値、図表等は、当資料作成時の
ものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。なお当資料中のいかなる内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものでは
ありません。

⚫ ファンドは、元金が保証されているものではありません。

⚫ ファンドに生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。

⚫ 投資信託は金融機関の預金と異なり、元本は保証されていません。

⚫ 投資信託は預金保険の対象ではありません。また、登録金融機関が取り扱う投資信託は、投資者保護基金制度が適用されません。

⚫ お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

＜お申込みに際してのご留意事項＞

＜当資料で使用した指数について＞

⚫ S&P500株価指数は、スタンダード＆プアーズ ファイナンシャル サービシーズ エル エル シーの所有する登録商標で、米国の主要500社
によって構成されております。

⚫ MSCI World Index、MSCI All Country World Semiconductors & Semiconductor Equipmentは、MSCIが開発した指
数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利
および公表を停止する権利を有しています。



＜当資料について＞

⚫ 当資料は参考情報の提供を目的として野村アセットマネジメントが作成したご参考資料です。

⚫ 投資勧誘を目的とした資料ではありません。

⚫ 当資料は市場全般の推奨や証券市場等の動向の上昇または下落を示唆するものではありません。

⚫ 当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。

⚫ 当資料中の記載内容、数値、図表等は、当資料作成時のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。

⚫ 当資料中のいかなる内容も将来の運用成果または投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。

＜お申込みに際してのご留意事項＞

⚫ ファンドは、元金が保証されているものではありません。

⚫ ファンドに生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。

⚫ 投資信託は金融機関の預金と異なり、元本は保証されていません。

⚫ 投資信託は預金保険の対象ではありません。また、登録金融機関が取り扱う投資信託は、投資者保護基金制度が適用されません。

⚫ お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

2025年9月作成

ご留意事項
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SBI証券からのご留意事項

商号等：株式会社SBI証券 金融商品取引業者、商品先物取引業者
登録番号：関東財務局長（金商）第44号
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団法人 第二種金融商品取引業協会、一般社団法人 日本STO協会、日本商品先物取引協会、一般
社団法人日本暗号資産等取引業協会

◼本セミナーでは、セミナーでご紹介する商品等の勧誘を行うことがあります。SBI証券は、セミナー及び資料等の内容につき、その正

確性や完全性について意見を表明し、保証するものではございません。また、過去の実績や予想等は、将来のパフォーマンスを保証

するものではございません。商品ご購入の最終決定は、商品の内容、リスク及び費用等を十分ご理解いただきましたうえで、お客様ご

自身の判断と責任で行っていただきますようお願いいたします。

◼ご投資にあたっては、商品概要や目論見書（目論見書補完書面）をよくお読みください。

◼SBI証券で取り扱っている商品等へのご投資には、商品毎に所定の手数料や必要経費等をご負担いただく場合があります。また、

各商品等は価格の変動等により損失が生じるおそれがあります。各商品等への投資に際してご負担いただく手数料等及びリスクは

商品毎に異なりますので、詳細につきましては、SBI証券WEBサイトの当該商品等のページ、金融商品取引法等に係る表示又は

契約締結前交付書面等をご確認ください。
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